
大学教育の質の保証の観点から
修業年限期間内卒業率の公表が求められる

　学生が大学入学から卒業までに教育を受ける期間（修

業年限）は、学士課程の場合は原則として４年間で、医

学、歯学、薬学の一部、獣医学に関する課程については

６年間とされている。ただし、学生によっては休学や原

級留置（留年）などにより、卒業までにそれ以上の期間

がかかったり、退学したり除籍されたりする場合もある。

　各大学の学士課程を４年間（６年制課程の場合は６年

間）で卒業する学生の割合（卒業率）を目にする機会は、

現在はあまりないかもしれないが、今後はホームページ

等で公表する大学が増えていくと考えられる。

　というのも、「教学マネジメント指針」（注１）の「情報公

表」において、「修業年限期間内に卒業する学生の割合、

留年率、中途退学率」が、「社会からその公表が強く期待

されている学修成果・教育成果に関係するものであるこ

とから、早期に情報公表が進められることが強く期待さ

れる」情報として位置付けられているからだ。

　卒業率が高い大学は、学士課程の４（６）年間を通じ

て、学生の資質・能力を計画的に伸ばし、学位の取得ま

で到達させていると考えられる。ただし、卒業率が低い

（注１）教学マネジメント指針：2020年１月に中央教育審議会大学分科会が取りまとめた、教学マネジメント（大学がその教育目的を達成するために行う
管理運営）を各大学が行う上での指針。

Part.1　卒業率の現状

視点大学を
みる

Part.1　卒業率の現状 �  p65

Part.2　大学の取り組み 
法政大学情報科学部 �  p68

純真学園大学保健医療学部 �  p70

Contents

　このコーナーでは、大学が公表する教育・研究
に関する情報などから、高校生の大学選びに活用
できる情報について紹介していく。
　今回のテーマは、学士課程を４年間（６年制課
程の場合は６年間）で卒業する学生の割合（以下、
卒業率）である。今後は公表されることが増えて
いくと考えられ、大学選びにも活用できる可能性
があるが、例えば卒業率が低い大学でも海外留学
の影響や厳格な卒業判定の結果などの場合もあり、
読み解くことが難しい情報である。

　Part.1では、朝日新聞社×河合塾共同調査「ひ
らく 日本の大学」のデータなどから、卒業率の概
要、学部系統別の特徴などについて紹介する。
　Part.2では、学士課程４年間での卒業を支援
する事例として、MT試験（基礎学力認定試験）
や「学び直し」科目の設置等により学生の基礎知
識の定着を図る法政大学情報科学部と、クラス担
任とＳＧ（スモールグループ）担任を置き学生に
手厚い支援をする純真学園大学保健医療学部の取
り組みを紹介する。

学士課程
４（６）年間での
卒業率

第２回
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（注２）「ひらく 日本の大学」2019年度調査では、2015年（６年制課程は2013年）４月の入学者（Ａ）と、Ａのうち2019年３月に卒業した学生数（Ｂ）
と、2019年３月までに退学または除籍した学生の人数（Ｃ）をそれぞれ回答してもらった。この記事では、Ａ－（Ｂ＋Ｃ）を「大学在籍中」とし
ている。大学在籍中の学生には、入学から2019年３月までに原級留置（留年）した学生や、休学した学生などが含まれる。

場合も、厳格な成績評価や進級・卒業認定を行った結果

として、基準に達していない学生を留年させている場合

などが考えられる。国際系の大学では、海外の大学等へ

の長期留学のため、休学したり卒業を遅らせたりする学

生が多い場合もある。また、退学などについては、積極

的な進路変更の結果としての転学・就職や、家計の急変

など、学生個人の事情による部分も大きい。

　そのため、卒業率を見る場合は、

⃝成績評価等の厳格化の取り組み（各学年の進級要件、

履修単位数の上限の設定など）

⃝学生の学業不振や学校生活不適応を防ぐ取り組み（担

任制やピアサポート、学修支援センター、成績不振者

への面談など）

⃝長期の海外留学（長期の海外留学に参加する学生の割

合、留学期間を修業年限に含められるか等のカリキュ

ラム上の位置づけなど）

⃝退学や休学、留年等の主な理由（経済的理由、学業不

振、学校生活不適応、就職、転学など）

　などの情報も、大学のホームページやパンフレットで

調べたり、オープンキャンパス等で質問したりして、総

合的に判断することが必要だろう。

大学を４（６）年間で卒業する割合は
大学入学者の８割にとどまる

　朝日新聞社×河合塾「ひらく 日本の大学」2019年度

調査の結果から、学士課程４（６）年間での卒業率、退

学率等に関するデータを見ていこう。

　「ひらく 日本の大学」2019年度調査によると、2015

年（６年制課程は2013年）４月入学者のうち、2019年３月

に卒業した学生の割合（卒業率）は82％で、入学者の７％

が退学・除籍、11％が大学在籍中（注２）である＜図表１＞。

また、卒業率は大学・学部ごとに多様で、卒業率が60％

未満の学部も見られる＜図表２＞。

　卒業率を学部系統別に見ると、生活科学系（91％）、ス

ポーツ・健康系（89％）、農学系（89％）、教育系（89

％）などで高い一方、歯学系（66％）、薬学系（71％）、

国際系（75％）などで低い＜図表３＞。

　卒業率の分布に特徴の見られる２つの学部系統につい

て見ていこう。

　国際系では、卒業率が75 ～ 80％の学部が最も多いが、

卒業率60％を下回る学部も少なくない＜図表４＞。卒業

率60％未満の学部を見ると、学生の２人に１人が１年間

の海外留学に参加する大学、１年間の海外留学を必須と

するとともに、留学への参加要件として高い英語力と成

績の要件を設ける大学、学生の半数が国際学生である大

学などで、いずれも教育の質が高く評価され、多くの卒

業生が社会で活躍している大学である。卒業率だけでな

く、こうした教育の特徴も確認したい。

　保健系では、卒業率85％以上に全体の７割が集中する

一方、卒業率が60％を下回る学部もある＜図表５＞。し

かし、卒業率が低い学部でも、就職率が100％であるこ

と、理学療法士や作業療法士などの国家試験合格率が高

いこと、医療専門職として就職する卒業生の割合が高い

ことなどをホームページなどに記載している場合もある。

こうした卒業後の進路の情報だけでなく、卒業率なども

合わせて見ることで、大学入学４（６）年後の状況をイ

メージしながら大学を選ぶよう注意したい。

卒業後の進路と合わせて見ると

　最後に、卒業率と卒業後の進路の状況を合わせて見て

みよう。＜図表６＞は、2015（13）年４月大学入学者の、

2019年５月の状況をイメージしたグラフである（注３）。

＜図表１＞2015（13）年度入学者の2019年３月の状況

＜図表２＞学部別の卒業率分布（n=2,270)
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（注３）「退学・除籍」と「大学在籍中」は2015（13）年４月入学者に占める割合。「大学院進学」から「進学準備中・就職準備中・その他」までは、2018
年度卒業者（編入学者、2014年以前の入学者含む）に占めるそれぞれの割合を、2015（13）年４月入学者に占める2019年３月卒業者の割合

（82%）に乗じて算出した。

　これを見ると、大学入学者のうち学士課程を４（６）

年間で卒業してすぐに大学院等に進学する人は約１割、

正規の職員・従業員等として就職する人は約６割である。

残りの３割の学生は、中途退学したり、留年や休学等で

４（６）年間で卒業しなかったり、卒業しても進路が決

まらなかったり不安定な状況にいる。

　近年は多くの大学が就職率や進学率等を公表している

が、卒業率と組み合わせることで、卒業後の進路の見え

方も変わってくる。今後、情報公開が進む中で、注目し

たいデータである。

＜図表３＞2015（13）年４月入学者の2019年３月末の状況（学部系統別）

＜図表４＞国際系学部の卒業率分布（n=65) ＜図表５＞保健系学部の卒業率分布（n=270)

＜図表６＞�2015（13）年度大学入学者の2019年５月の
状況イメージ
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　その他
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卒業
82%

学部系統
2015（13）年４月

入学者（人）
卒業（人） 退学・除籍（人） 大学在籍中（人）

入学者に占める割合
卒業 退学・除籍 大学在籍中

学士課程全体 576,620 471,494 40,321 64,805 82% 7% 11%
文・人文 112,158 91,677 7,837 12,644 82% 7% 11%
法・政治 39,348 31,591 2,462 5,295 80% 6% 13%
経済・経営・商 105,943 84,276 8,546 13,121 80% 8% 12%
教育※国公立のみ 14,728 13,103 319 1,306 89% 2% 9%
社会 22,529 18,617 1,398 2,514 83% 6% 11%
社会福祉 8,650 7,383 717 550 85% 8% 6%
国際 14,363 10,768 1,045 2,550 75% 7% 18%
理 19,593 15,882 1,323 2,388 81% 7% 12%
工 91,360 73,464 6,687 11,209 80% 7% 12%
農 18,907 16,821 686 1,400 89% 4% 7%
医 7,798 6,631 147 1,020 85% 2% 13%
歯 2,135 1,408 196 531 66% 9% 25%
薬 12,032 8,542 1,470 2,020 71% 12% 17%
保健 37,624 32,009 2,599 3,016 85% 7% 8%
生活科学 19,775 17,987 1,072 716 91% 5% 4%
芸術 16,860 13,659 1,837 1,364 81% 11% 8%
スポーツ・健康 12,056 10,776 641 639 89% 5% 5%
総合・環境・情報・人間 20,761 16,900 1,339 2,522 81% 6% 12%

※「ひらく 日本の大学」2019年度調査に協力いただいた４年制または６年制の学部のうち、「2015（13）年４月入学者（A）」と「Aのうち2019年３月卒業者」
の両方を記入し、かつ「卒業者」と「退学・除籍者」の合計が「入学者」を上回らない学部のみを集計対象とした。

（学部系統は河合塾の分類による）

＜図表１〜６＞とも、朝日新聞社×河合塾「ひらく 日本の大学」2019年度調査より
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成績評価や単位認定の厳格化と
手厚いサポートにより
「学士力の質」を高める

基礎知識の定着を図るトレーニングとして
MT試験（基礎力認定試験）を実施

　法政大学情報科学部では、１年次では学科にかかわら

ず共通カリキュラムで情報科学や物理・数学の基礎をし

っかりと固め、２年次からのコース選択＜図表１＞、４

年次からの研究室配属に向け、無理なく専門分野に進ん

でいけるよう、積み上げ式の体系的なカリキュラムを編

成している。そのため、各年次に進級要件（注１）を設け、

授業科目をナンバリング（注2）するとともに、専門教育科

目の一部には、その後の上位科目を学ぶ上で必須の内容

を扱う「前提科目」＜図表２＞を設定している。さらに

基礎学力認定試験である「MT試験（Mastery Test）」の

実施や「学び直し」制度により、基礎知識が欠落したま

ま専門科目に進んでしまう学生を出さないよう、工夫し

ている。

　MT試験は2012年度から、１年生の中間試験として、

webを活用して実施されている。実施科目は『プログラ

ミング入門』『データ構造とアルゴリズム』など１年次

の必修科目が中心で、問われる内容は主に情報科学の分

野で必要とされる基礎的な知識とスキルであり、10問中

８問正解のような高い合格基準が設定されている。合格

した学生は期末試験を受ける資格が与えられ、不合格の

場合は、再試験のチャンスが与えられる。

　「平たくいうとMT試験とは、自動車の仮運転免許のよ

うなものです。仮免許を取得するためには、交通ルール

や法律に関する基礎的な内容の学科試験で９割以上を得

点する必要がありますし、仮免許を持たなければその後

の教習に進めません。同じように本学のMT試験は、８

割以上の成績で合格しないと期末試験を受験できず、単

位を習得できないようになっています。

　基礎知識の定着を図ることが目的であるため、MT試

験では難しい問題は出題しないようにしています。以前

は期末試験のみで評価していたのですが、期末試験は成

績を付けるため応用問題を多く出題するため、基礎的な

内容が身についていないとほとんど解答できず、零点に

近い点数で不合格になる学生もいました。また、それで

はどこがわからなかったのかを学生も教員も把握できな

いため、学修支援も難しく、留年や退学につながる可能

性があります。MT試験の導入により、学生が基礎的な

内容でつまずいていることを早期に自覚できるようにし、

さらに再試験の機会を与えることで、確実に習得できる

ようになってきています」と、藤田学部長は説明する。

基礎的な内容の習得度向上を目的に
一部科目で「学び直し」制度を導入

　各科目の成績は、S、A+、A、A−、B+、B、B−、C+、C、

C−、D、Eの12段階で評価し、C−以上の場合に単位を認

定する。しかし、低年次の必修科目の中でもカリキュラ

ムの中で特に重要な位置を占める＜図表２＞の４科目な

ど計８科目については、いずれも「B−」以上でなければ、

各々の上位科目を履修できないこととしている。つまり、

「C+/C/C−」（以下、C評価）の場合は、単位認定されるも

のの、上位科目を履修することができない。

　「B−までがしっかりと基礎を理解したという評価で、C

法政大学　情報科学部

　法政大学情報科学部は、２学科（コンピュータ科
学科、ディジタルメディア学科）、３コース（情報シ
ステムコース、コンピュータ基礎コース、メディア
科学コース）、21研究室からなる。学生は、入学時
に学科を選択し、２年次からコースに分かれ、４年
次に研究室配属となるが、学科・コース・研究室の
組み合わせは自在で、多様な学びを可能にしている。
一方で、情報科学の基本を着実に身につけさせるた
め、成績評価や単位認定を厳格化している。学士課
程教育の質の保証の取り組みについて、藤田悟学部
長に話をうかがった。

藤田悟 学部長

（注１）２年次18単位、３年次56単位、４年次92単位以上を習得することが進級要件となっている。
（注２）ナンバリング…授業科目に番号を付し分類することで、学修の段階や順序等を表し、教育課程の体系性を明示するための仕組み。

Part.2　大学の取り組み

大学をみる視点
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コンピュータグラフィックス
可視化

パターン認識
画像処理
音声処理

スーパーコンピュータ
数値計算・シミュレーション

人工現実感（VR）
拡張現実（AR）
自然言語処理

アルゴリズム
人工知能（AI）
機械学習

ネットワーク技術
データベース
クラウド

情報科学

Webシステム
情報検索・サーチエンジン
ユビキタスコンピューティング
IoT（Internet of Things）

ヒューマンコンピュータインタラクション

コンピュータハードウェア
符号・情報理論
プログラミング言語
ソフトウェア工学
サイバーセキュリティ

OS

メディア科学

情報システム

コンピュータ基礎

設置と活用である。大学での学修は、自ら学ぶことが基

本だが、入学したばかりの１年生の中には、「どのように

学べばよいのか」と戸惑う学生も多い。そんなとき、学

生が講義や課題、学生生活全般について相談できる場所

である。学生が気軽に立ち寄れるよう、ガラス張りのス

ペースとしている。オフィスアワーに教員が常駐してい

ることに加えて、２年生から４年生の上級生が常時３〜

４人在席し、下級生の質問や学修の悩みに答えるなど、

学生主体で運営されている点が特徴だ。さらに臨床心理

士も常駐し、学生の生活面をサポートする。

　また、退学・留年する学生は、大学入学後５週間の授

業出席率が低い傾向があることから、早めの対応策を講

じている。例えば、出席率の低い学生をリストアップし、

保護者に連絡したり、入学直後の授業でグループワーク

を取り入れ、親しい友人や大学での居場所を作るきっか

けを提供したりするなどしている。

　さらに、必要な学生については、１年次春学期終了時

に、教員、学生、保護者の三者面談を実施している。藤

田学部長によれば、この三者面談が学生支援における最

大のキモだという。

　「一年経ってから『進級できなかった』では取り返しが

つかないので、春学期の段階で取得単位数やMT試験の

結果などを見ながら、現況の理解度や習得度について、本

人と保護者の方によく説明し、進級・卒業のために今後

どのように学修に取り組んだらよいか、アドバイスして

います。学修面と心のケアの両面から、退学・留年の危

険性のある学生を発見し、対応するわけです。本学部の

教員は、フットワークが非常に軽いことが自慢です。MT

試験や学び直しもそうですが、教員たちが闊達な議論で

アイデアを出し合い、学生がドロップアウトすることな

く、専門分野の研究で力を発揮し、大学での学びを卒業

後のキャリアに役立てることができるよう、多角的な学

生支援に取り組んでいます」

　これらの取り組みの影響か、情報科学部では７〜８年

前と比べて、退学率・留年率がともに半減している。同

学部ならではの手厚い学生支援が実を結びつつある証左

であろう。

評価の学生は単位を認定できないほどではないものの、上

位科目に進むには理解度が十分ではないと考え、2015年

度のカリキュラム改訂の際にこのような運用としました」

　そして、C評価の学生のさらなる習得度向上を図るこ

とを目的に、科目の「学び直し」制度を2015年度から

導入している。通常の科目はいったん合格したら再履修

することはできないが、前記の8科目のみ、C評価の学

生が翌年以降に同じ科目を「学び直し（再履修）」できる

というものだ。C評価の学生は、「学び直し」科目でB−以

上の成績を取れば、「学び直し」科目の単位が認定される

ことに加え、上位科目を履修できるようになる。

　「もともと、成績が振るわない学生たちに単位数をイン

センティブ（報奨）として見せながら、基礎学力の底上げ

を図る目的で導入した制度ですが、C評価の学生のほと

んどが『学び直し』科目でB−以上の成績を得て、上位科

目に進むことができています。学生の取り組む姿勢もよ

く、なかなか有効に機能している手応えを感じています。

　ちなみに、本学部では前年度の成績上位の学生には、

年間履修単位の上限を56単位（他の学生は49単位）と

したり、他学部で開講する科目の履修制限を緩和したり、

大学院情報科学研究科の推薦入試の権利を与えたりする

など、成績上位者に対するインセンティブも設けていま

す」

学修面と心のケアの両面での手厚い学生支援で
退学や留年を防止する

　成績評価や単位認定の厳格化を進める一方で、情報科

学部では成績不振が理由で留年や退学しそうな学生を支

援するための、二重・三重のサポート体制を敷いている。

その取り組みをいくつか紹介しよう。

　１つは、GBC（ガラス箱オフィスアワーセンター）の

＜図表２＞前提科目と上位科目＜図表１＞�法政大学情報科学部の主な教育・研究領域
前提科目 ⇒ 上位科目

微分法の基礎と応用 ⇒ 積分法の基礎と応用

線形代数の基礎 ⇒ 線形代数の応用１

自然科学の基礎－力学入門 ⇒ 力学の応用

統計学１ ⇒ 統計学２

（法政大学情報科学部『2020年度履修ガイド』より）

（法政大学情報科学部ホームページより）

第２回　学士課程４（６）年間での卒業率

Kawaijuku Guideline 2020.7･8 69



学生数名のグループに対して
日常的な相談窓口となる教員を配置し
学修状況の把握と学修支援に取り組む

厳格な成績評価と卒業研究の必修化などにより
医療専門職の養成に関する教育の質を担保

　純真学園大学は、2011年の開学以来、医療専門職を養

成する大学として、教育の質保証に力を入れている。そ

のため、「定期試験の受験資格は、出席回数が授業回数の

３分の２以上の学生に限る」「臨床実習科目が不合格の学

生は原級留置」「履修上限は年47単位」「卒業研究の必修

化」といった要件を設け、成績評価や進級・卒業認定を

厳格に行っている。

　出席日数や臨床実習科目を進級要件としている理由を、

看護学科長の濵田維子教授は次のように説明する。

　「出席日数の不足している学生は、留年や退学につなが

りやすいという調査結果があるからです。そこで、学生

の出欠状況を瞬時に把握できるシステムを導入して、欠

席しがちな学生への支援につなげています。また、本学

は医療系ですので、積み上げ式の科目が多く、臨床実習

は各学年の学修内容が定着したかどうかを総合的に判断

する場となっています。そのため、臨床実習が不合格と

なった学生は、次の学年の学修についていくことができ

ないと判断し、原級留置としているわけです」

　年間履修単位数の上限は多くの大学が設定しているが、

同大学では47単位とやや多めの設定だ。

　「医療系では、３年次後期に臨地実習（病院、診療所、

福祉施設等での実習）が設定されており、それまでに必

要な専門科目の履修を終えなければなりません。万一、

前期に不合格となった科目があった場合でも、後期に再

履修できるように配慮しているわけです」と、教務部長

の松田洋和教授（検査科学科）は語る。

　医療系の大学では珍しく、純真学園大学では全学科で

卒業研究を必修としており、３年次後期からは全学生が

ゼミに配属される。

　「医療系の職種は“就職してからが勝負”です。だから

こそ本学では『生涯にわたって問題解決能力を発揮でき

る人材育成』を目標に、その基礎を培うため、卒業研究

を必修にしています。４年次は実習科目も少なく設定し

ており、夏休み明けまでに卒業論文を仕上げ、そこから

国家試験に向けた学修に集中できるようにしています」

（濵田教授）

　「卒業研究では多くの論文を読むことから始まって、疑

問を発見し、課題を設定し、解決策を模索するというプ

ロセスを辿ることになります。いろいろな論文に接する

ことやテーマを深く掘り下げる力が、国家試験への対応

力にもつながっていくのです」（松田教授）

学年担任とSG担任による手厚い支援で
リスクの高い学生の早期発見と
素早い解決策の提示につなげる

　このように成績認定や進級・卒業要件を厳格化する一

方で、学生が４年間で卒業できるよう学修支援にも力を

入れている。ここで注目されるのは、どの学生も気軽に

相談できる教員を担任として配置することで、きめ細か

な学修状況の把握を可能にしている点だ。

　各学科には、それぞれの学年の学修状況を統括する学

純真学園大学　保健医療学部

　純真学園大学は福岡市にある、保健医療学部に看
護学科、放射線技術科学科、検査科学科、医療工学
科の４学科を設置する大学で、国家試験の合格率は大
学全体で例年９割前後に達している。国家試験に合
格する力だけでなく、卒業後に医療専門職として活躍
できる力を育成するため、卒業研究を必修とし、厳格
な成績認定・卒業判定をするとともに、少人数の学生
グループごとに担当教員を配置し、手厚い学修支援を
行うことで、学士課程４年間での卒業を支援している。

細矢貴弘 係長松田洋和 教授濵田維子 教授

大学をみる視点
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　「入学時や卒業時のアンケート、授業への出席状況や

GPAと、退学や留年、国家試験合格状況などを関連付け

て分析できるようにしています。これらのデータを学生

支援に活用したいと考えています」（IR室 細矢貴弘係長）

　学科によって状況は異なるが、例えば放射線技術科学

科では、物理や数学の理解が不充分な学生は、退学や留年

につながる可能性が高いことがわかっている。そのため、

高校でこれらの科目を履修しなかった学生や、大学入学

後の試験で成績の低い学生に対しては、高校で学ぶ内容

をしっかり理解できるような科目を履修させている。

　GPAが高い学生への支援もある。国家試験の合格はも

ちろん、医療専門職として就職してからより活躍の場を

広げることができるように、医療人材の英語能力向上を

めざした「日本医学英語検定試験」や、今後確実に医療

現場に浸透してくるAIへの理解を促進する「G検定」（注２）

などに対応した履修コースを設定し、チャレンジする学

生を応援している。

　今後の課題について松田教授は、「入学前に本人の志向

と学ぶ内容、将来像をマッチさせるような入学の仕組み

の検討」を挙げる。というのも、以前は医療専門職とし

て働くイメージを明確に持つ学生が入学していたが、近

年は「親に勧められて」や「資格が取得できて安定する

から」などといった理由で進学する学生も見られるよう

になったからだ。こうした学生は学修意欲を保つことが

難しく、退学や留年につながる可能性がある。

　「まずは医療専門職として働く覚悟と、大学で学ぶイメ

ージをもって入学してほしいと考えています。しかし、目

標が変わったとしても、入学した以上は、その学生なり

に頑張ることのできる環境を用意するのが大学の使命で

す。個々の学生の状況に合わせて、適切に支援していき

たいと考えています」（濵田教授）

年担任と１名以上の副担任がそれぞれ置かれている。加

えて、学科によって人数は多少異なるが、学生を４〜５

名のスモールグループ（SG）に分け、そのグループを担

当するSG担任が配置されている。学年担任と副担任も

SG担任を兼務する。SG担任は、原則として４年次まで

持ち上がりだが、３年次後期のゼミ配属以後は、ゼミの

指導教員がSG担任の役割を担う学科もある。

　SG担任は日常的な相談窓口であり、学生の状況を詳し

く把握している。そこで得た情報は学年担任に報告し、

学年担任は学生の情報を学科会議にて毎月報告を行った

上で、学科長と連携しながら学科全体の課題解決や、気

になる学生への支援につなげる仕組みだ。

　「学生の出欠は、出欠管理システムで管理しており、毎

日、全学生の出欠状況が学科長に集約され、学年担任に

配信される仕組みになっています。学生が２回連続で欠

席すると、すぐにその学生を担当するSG担任に連絡し、

SG担任は早急にその学生に連絡をとって状況を把握する

ことになっています」（松田教授）

　また、GPAが一定の水準以下である学生については、

学年担任グループとSG担任それぞれで面談を行い、必

要があれば保護者同席の上で、解決策について話し合う。

さまざまな事情で休学を余儀なくされる学生もいるが、そ

うした学生に対しても、SG担任が休学中の生活や学修状

況を定期的に確認し、学年担任とも共有することで、復

学に向けた準備につなげている。

　「対面授業を実施できれば、学年担任やSG担任、実習

の担当教員などが学生の様子を見て、退学や留年、休学の

リスクを抱えている学生を早期発見できるのですが、今年

度初頭は新型コロナウイルス感染拡大の影響で、全学科が

遠隔授業でした。そこで本学では、SG担任がMicrosoft 

Teams（注１）やLINEの機能を使って、毎朝必ず健康状態

の確認を兼ねて、担当学生に連絡を取ることとしました。

大学に来られないことで心理的なストレスを抱えている

学生など、例年には見られないリスクも発見できたのは、

SG担任がいたからこそだと感じます」（濵田教授）

専門職として力を発揮してもらうため
新たな資格取得へのチャレンジも支援

　学年担任やSG担任による手厚いフォローだけでなく、

学修状況などに関するデータも学生支援に活用している。

（注１）Microsoft Teams：Microsoft社が提供するグループウェア。グループでのビデオ会議、通話、チャットなどを活用できる。
（注２）G検定：一般社団法人日本ディープラーニング協会が実施する検定。ディープラーニングの基礎知識を有し、適切な活用方針を決定して、事業活用する能

力や知識を有しているかを検定する。

＜写真＞純真学園大学
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